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電気電子工学科 丸山晃生 
 
平成 16 年度から平成 19 年度の 4年間，総合情報処理センター員としてセ
ンターに関わってきた．この 4 年間で，教育用電子計算機システム更新や第
1 学年の混合学級導入などが実施された．このような転換期において，ユー
ザとしてだけでなく，裏方の業務に関われたのはとてもよい機会であった．
本稿では，センター員として関わってきたこの 4年間の総合情報処理センタ
ーについて，いくつかとりあげて振り返ってみたい． 
 
16 年度から総合情報処理センター（以下，センター）において同センター員をさせてい
ただいた．しかし，これまでセンター員としてセンターに関わってきただけでなく，授業
担当者としてセンターを利用した演習授業を実施してきた（表 1）． これまでセンターを利
用した演習授業は，いずれも 1 クラス 40 名程度を対象としたものであった．40 名程度収容
できる演習室としては，第 1，第 3，第 4（H17 年度以降）の 3 つを有しているが，この 4
年間でその全てにおいて演習授業を担当することができた． 
 
表 1：センター利用授業担当科目 
平成 16 年度    
担当科目 対象 ソフトウェア  
電気電子情報工学実験Ⅰ 
電気工学科 
1 年 
電子メール，Word，Excel，PowerPoint，
Visio 
第 3 
演習室
情報処理Ⅱ 
電気工学科 
3 年 
Excel，C++ Compiler，CPad 
第 1 
演習室
    
平成 17 年度    
コンピュータ科学入門 
混合学級 
1 年 
Web メール（SquirrelMail），Word，
Excel，PowerPoint，Firefox 
第 4 
演習室
情報処理Ⅱ 
電気工学科 
3 年 
Excel，C++ Compiler，CPad 
第 1 
演習室
    
平成 19 年度    
情報処理Ⅱ 
電気電子工学科
3 年 
Excel，C++ Compiler，CPad 
第 1 
演習室
 
センター員となった平成 16 年 4 月当時，センターには技術スタッフは常駐しておらず，
蘆田センター長のもと庶務課専門職事務情報化担当（現 情報サービス係）を中心としたセ
ンタースタッフで運営していた．平成 16 年度から平成 17 年度にかけて，センターは変化
の時期であった．次の 3 つは特徴的である． 
 
① 教育用電子計算機システムの更新 
② 第 1 学年混合学級化 
③ 技術スタッフの常駐化 
 
教育用電子計算機システムの更新は平成 16 年度より本格的に準備がすすめられた．製図
の CAD 実習教育や情報処理教育充実の流れもあり，平成 16 年度末の更新作業とともに，第
1 演習室，第 2 演習室，第 3 演習室に加え，環境都市工学科棟 3階に第 4 演習室が設置され，
教育用端末が拡充された．表 1 にも見られるように，第 4 演習室は平成 17 年度より利用可
能となった． 
システム更新とほぼ同時に，17 年度より第 1 学年が混合学級となり，第 1 学年全クラス
横並びの情報リテラシ教育（コンピュータ科学入門）や福井高専独自の実験実習（ものづ
くり科学）が開講され，さらにセンター演習室利用が増加することになった． 
このような状況の中で，順調にセンター運営されてきたのは，技術スタッフのセンター
常駐化が大きい．内藤氏が平成 16 年 9 月より，清水氏が平成 18 年 4 月よりセンター常駐
となった．センター利用や計算機周辺の技術相談において，両スタッフに助けられた教職
員や学生は少なくないでしょう．  
 
総合情報処理センターの業務は，おもてに現れない裏方の仕事が多い．今日も，何も意
識せずいつも通りメール送受信やサイト検索等のネットワーク利用ができている．また,セ
ンターを利用した授業も，ハード面で大きなトラブルも無く実施できている．裏方業務担
当者への感謝を忘れないでいたいものである． 
 
私事ではあるが，一先ずセンター員の任を離れるにあたり，多くのセンター関係者に様々
な面で勉強させていただいたことについて，感謝いたします．特に，蘆田センター長およ
び平井副センター長には，センター業務のみでなく，コンピュータ科学入門の授業担当者
としても，多くのご助力と指導をしていただきました．今後，総合情報処理センターがさ
らに発展することを祈念しております． 
 
